
▲第三回目 水谷理事 講演 
「生命が存在する惑星の条件」 

Ｑ：種子島（一日宇宙記者）に行けることに決まった時  
Ａ：貴重な経験と思っていたので、夢みたいだった。 
Ｑ：一日宇宙記者を体験して  
Ａ：言葉にならないほどの感動で、感想が浮かばなくて大変

だった。現役の技術者の方に取材をして、仕事の多さや大

変さや、やりがいを聞けて、うれしかった。 

Ｑ：ロケット打ち上げを見て  
Ａ：カウントダウンが進むと、ドキドキしていった。１０秒前にな

ると、思わず口に出してカウントしてしまった。目がチカチカし

て、耳・体で感じることができるほどの力強い振動を受けた。

ロケットとつながっている気分で、しばらく笑顔のままになって

しまった。  

Ｑ：（帰ってきて）この旅行で一番強く感じたことは？  
Ａ：ロケットは打ち上げが目立つけれど、発射台を日頃から

整備したり、ロケットを運んだり組み立てたり、打ち上げた後も

追尾を続けたり、たくさんの人が１つ１つ難しい仕事をして、そ

の人たちの思いも載せて打ち上がっていること、近くで見るこ

とができ、その人たちがなんだかかっこいいと思った。それぞ

れが、みんなのためにやるべきことを完ぺきにこなしていくの

は、責任が大きいけれど、その分やりがいがあると思った。

☆技術者さんが教えてくれた、「今できることを１つずつやる」

をやっていこうと決意した。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 
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０
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私
事
で
す
が
、
私
は
宇
宙
科
学
研
究
所
を
退

職
し
て
よ
り
、
こ
の
春
で
ち
ょ
う
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１
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な
り
ま
す
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。
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ま
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髙
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、
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終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
各
回
大
変
興
味

深
い
内
容
だ
っ
た
」
「
新
し
い
知
識
を
得
ら
れ
て

面
白
か
っ
た
」
な
ど
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
号
で
、
開
催
模
様
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

■KU-MA活動予定（～平成 29年 3月） 

▮宇宙の学校Ⓡ事業 
3/5 小牧市、知立市、長崎市の閉校式 

今年度の「宇宙の学校」スクーリングが終了 
3/5 甲州市、3/12 多摩市、小牧市にて、次年度に向け 

宇宙教育指導者セミナーを開催予定 

▮イベント支援 
3/4 レガス新宿 サイエンスフェスタ 出展 
3/11 東京都立川市立第5小学校 PTAイベント支援 
▮企業CSR支援 
3/16.17 MHI理科授業 港区立港南小学校 

■打ち上げ見学記 ■「宇宙の学校」卒業生の活躍 
「イプシロンロケット打上げ🚀🚀 韋駄天の如し」 

理事 菊地 涼子  
昨年12月 20日、鹿

児島県大隅半島にある
内之浦宇宙空間観測
所からイプシロンロケット
２号機が打ち上げられ、
地球の周りの電磁波を
観測する衛星「あらせ」を
無事軌道に運びました。 

この打上げを発射場から
2.8km 地点で見てきました。
一昨年整備されたこの宮原打
上げ見学場は駐車スペースが
増え、芝生や公衆トイレ、外
灯も設置。「パオ」のような屋
台も並んで（写真）お祭りのような賑わいに。食べ物やJAXA
グッズなどのお土産が並ぶ中で一番人気は「イカシロン」（イカ
と白身魚のすり身のソーセージ）でした。 
山あいの発射台に立つロケットは双眼鏡がないと姿を確認

できません。しかし辺りは闇となった夜8時、カウントダウンの「ゼ
ロ！」と同時にまばゆい光とモウモウとした白煙を放つと、あっと
いう間にイプシロンは星空高くに舞い上がりました（写真）。 
ソユーズやスペースシャトルのゆっくりとしたスタートとは異なり、
韋駄天のごとき速さと軽やかさのイプシロンでした。 

平成２９年１月２４日（火）Ｈ-ⅡＡロケット３２号機
の打上げに相模原市内の中学校の代表生徒さんが「１日
宇宙記者」として鹿児島県種子島に派遣されました。 
参加した中学2年生の宮田さんは小学生の時に相模原

「宇宙の学校」に参加していたそうです。感想を寄せて
くださいましたので、ご紹介いたします。 

■新刊案内  
「超巨大ブラックホールに迫る―「はるか」が 

創った 3万㎞の瞳」 
          平林 久 著 

 新日本出版社より 2月 26日 発売！！ 
 
■会員状況 (平成 29 年 2 月現在) 
正会員  235（個人：214 学生：1 企業・団体:20） 
賛助会員  57（個人： 40 企業・団体：17） 
みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、KU-MA 活動を
展開させていただいております。日頃のご支援に心より感謝を
申し上げるとともに、引き続き、活動および活動資金へのご協
力をお願いいたします。 

■会員募集中！！ ■会費や寄付金のお振込先 
◇正会員：KU-MAのミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  
年会費 個人：10,000円(学生 5,000円)、法人・団体：50,000円 

◇賛助会員：KU-MAのミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 
 年会費 個人：１口 1,000円、法人・団体：１口 50,000円 
※個人賛助会員への会員証、メールマガジンの送付は 5口以上からです。 

【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 
横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 
特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  
会長 平林久 

今あなたができる未来のこと 
子どもたちの未来を拓くキーパーソンはあなたです 

 

NPO法人 子ども・宇宙・未来の会 「宇宙の学校」事務局 
〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1 JAXA内 

電話・FAX : 042-750-2690  
E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :http://www.ku-ma.or.jp 
「宇宙の学校」は、JAXA宇宙教育センターと当会の協働事業です 


